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【調査の目的】

水道をご利用いただいている方の水の使用状況や水道事業に関するお考えなどを伺い

より質の高い水道サービスの提供を検討するために実施

【調査の概要】

調査項目：水道事業に関する26問（うち２問は事業所のみの調査項目）

調査地域：横浜市全域

調査対象：横浜市内に居住する18歳以上の方 4,000人

抽出方法：住民基本台帳からの無作為抽出

調査方法：郵送配布、郵送回答又はインターネット回答によるアンケート方式

調査期間：令和７年９月１日（月）～９月16日（火）

有効回答数：1,550標本（回収率 38.8％）

横浜の水道に関する意識調査

参考資料
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回答者の性別と年齢
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ア 横浜市の水道事業についての満足度
「満足」「どちらかといえば満足」を合わせた割合

市 民 93.4％ （令和4年度の調査より5.0％ ）

事業所 91.3％ （令和4年度の調査より1.7％ ）

① 横浜市の水道水の安全性について、どのように感じて
いますか【市民】

単位：％

⇒平成14年度以降、「安全だと思う」「どちらかといえば
安全だと思う」を合わせた割合が増加

イ 各設問の回答（抜粋）
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無回答

その他

現在の費用の規模を維持し、可能な範囲で更新・耐震化を進めた方がいい

費用を増額してでも、現状のペースで更新・耐震化を進めた方がいい

費用を大幅に増額してでも、更新・耐震化のペースをより上げた方がいい

③ 更新・耐震化のペースについて、考え方に最も近いものをお聞かせください【市民】
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広報など情報提供の充実

国内における災害復興支援や小規模自治体への支援

太陽光発電やLED照明の導入など脱炭素化の推進

エネルギー効率の良い自然流下系施設の整備

災害時の迅速な応急給水・応急復旧に向けた取組

道路上の漏水の応急対応など、水道管の工事

水道管や浄水場などの水道施設の更新・耐震化

断水・減水・渇水のない安定した給水

水源の保全

安全で良質な水の供給

② 今後、特に力を入れるべきと思う事項【市民】

55.9%
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③ 物価の上昇等により、更新・耐震化のペースを維持、あるいはスピードアップするためには、これまで以上に費用がかかることになります。
これらの費用は水道料金によってまかなわれていますが、水需要の減少により水道料金収入が減収していくことが見込まれています。
このことを踏まえて、更新・耐震化のペースについて、考え方に最も近いものをお聞かせください。【市民】
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